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■ 研究会開催報告 ■ 
「中国の宇宙開発動向 2015」 
 
日 時：2015 年 6 月 15 日（月）15：00～17：00 
場 所：JST 東京本部別館 １F ホール 

 
 
 
【講演概要】 
中国の宇宙開発は飛躍的に発展する段階を迎えており、技術的失敗などで停滞気味の米国及びロシアに割

り込んで各領域で世界のトップに立つ勢いを見せている。  
 中国は 2003 年に世界で 3 番目の有人宇宙飛行を成功させて以来、陳腐化したロケットや設備で最大限の成

果を上げているが、新しいロケット・射場・衛星バス・独自の宇宙ステーション・有人月探査など現時点で

まだ計画段階にあるプロジェクトが一斉に同時並行で進められており、2020 年頃までにはそれらがほとんど

すべて実現する可能性が高い。  
 一方、米国ではベンチャー企業のスペース X 社が既存の宇宙航空巨大企業を凌駕する勢いを見せており、

衛星打上げビジネスで中国の顧客も奪っている。これは中国の宇宙産業界にとっては伏兵現るという状況で

ある。  
 これまでの実績を基に、今後の中国及びスペース X 社の宇宙開発計画に関する情報を整理し、両者の力関

係を分析する。 

  

 

【講師紹介】 

辻野 照久（つじの てるひさ）氏：宇宙航空研究開発機構 調査国際部特任担当役 

［略歴］ 

1950 年大阪府出身。大学教養課程で中国語を履修。1973 年東北大学工学部卒業、  

日本国有鉄道入社。1986 年より宇宙開発事業団（現宇宙航空研究開発機構：JAXA）。

2011 年より JST/CRDS 特任フェローとして世界の宇宙技術力比較調査や中国の天体

望遠鏡 LAMOST の現地調査、タイ及びブルネイの科学技術情勢の調査などを担当。  

J AXA では調査国際部調査分析課特任担当役として世界の宇宙開発動向調査を担当。

文部科学省科学技術・学術政策研究所客員研究官も兼ねる。 
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1．講演録 

【開会】 

（JST 倉澤上席フェロー） 

これより中国総合研究交流センター月例研究会を開催

する。今日は中国の宇宙開発について、宇宙航空研究開発

機構の辻野様にお話いただく。中国の宇宙開発は非常に進

歩が激しく、新しい技術をどんどん開発していてこれから

しばらくは中国が宇宙開発の先頭を率いていくのではな

いかとも見られている。 

本日の講師である辻野様は大学ではもちろんのこと、日

本国有鉄道や今の JAXA（旧宇宙開発事業団）、また JST に

おいても中国の宇宙関係の調査を続けられており、

“Science Portal China”にも興味深いシリーズをご執筆

いただいている。 

今日は講演を 3部立てにされるそうで、１部終了毎に質

疑の時間を設けたい。 

 

【講演】 

 

 皆さんこんにちは。 

今回の講演を打診いただいた際、4月から 6月の間でい

つ行うかとなった時、中国の宇宙開発についてはなるべく

遅い方がいいだろうと思い 6月に設定してもらった。予想

は当たり、4 月、5 月に分かっていなかったことが 6 月に

入ってから明らかになり始めている。今年の基本的なとこ

ろは大体カバーできると思うので順を追ってお話させて

いただく。 

 今日は話題を 13 セクションに分けた。13 の質問を設定

し、それに答える形で話していきたい。 

 

 はじめは中国の宇宙開発の概況だ。最近、衛星の打上げ

数が増えているがそれはどのような傾向か、また技術力は

本当のところはどの程度なのか。 

中国の技術は物真似だったり実際大したことは無かっ

たりするのではないかと言う人もいるが、他国がやってい

ないところを一生懸命やっている面もある。累積衛星数を

見てほしい。第 30 回研究会（2010 年 4 月 15 日）でも中

国の宇宙開発動向について紹介したが、2009 年末までは

129 機だった衛星が今では 235 機に増えている。1970 年か

ら 40 年かかり 120 機だったものが、この 5 年で 100 機も

打上げている。著しいペースだ。右の表、1970 年の 1 機

から 10 年ごとに見ていくと、年に 20～30 機のペースが最

近では 1年で 20 機になっている。昨年は 25 機だ。ちなみ

に日本は 24 機だった。12月 30 日までは両国共 24 機で並

んでいたのだが、12 月 31 日に中国はもう１機、静止気象

衛星を打ち上げて日本を追い抜き、米国、ロシアに次ぐ世

界第３位となった。 

 技術力はどうかと言うと、皆さんの参考になると思うの

が JST/CRDS で出している技術力比較だ。ここに 7 ヶ国、

欧州は地域だが、4 つの分野に分けて点数を付けている。

中国は日本に比べて部分的にまだ追いついていないとこ

ろがあるということで 5位となっているが、その内に日本

と逆転することは間違いないだろう。欧州、日本と比べま

だ少し下の所にいるが、今後の伸びが大きく見込まれるた

め、選挙に例えると当選確実のような傾向が出ている。い

ずれは 3位、場合によっては米国を追い抜く可能性もある。 

 

次は宇宙輸送システム、つまりはロケットについてだが、

果たして今年はロケットを何回打ち上げるだろうか。去年

は 30 回打ち上げるという話を聞いていたが、今年になっ

てみるとトーンダウンして 20 回という動きになっている。

米国、ロシア共に 20 回以上を計画しているが、5 月末の

時点で米国は 10 回、ロシアも 6月に 10 回目の打上げと予

定回数の半分を行っている。ロシアの方は失敗が続いてい

るので今後どうなるか分からないが、米国はスペースＸ社

がもの凄い勢いでロケットを打上げている。中国は半年で

まだ１基しか打上げていないが、これまでの傾向から察す

るに、私は必ず 20 回打上げると思う。次の打上げは 7 月

予定で新型ロケットだ。力を溜めてこれからどっと出てく

るだろう。 

ロケット打上げ回数を見ると、2014 年末までで 211 回

を数える。ロケットは長征１型、2型、3型、4型とある。

1 型は最初の 2 機で終わっているが、2 型～4 型は現在も

運用している。長征 3型は西昌（四川省）からしか打上げ

られないが、他のロケットは太原という山西省の射場や酒

泉という一番古い甘粛省の射場と 3 箇所を使い分けて打

ち上げている。長征だけで 203 機、最近では“快舟”とい

うロケットが出てきてそれが 2機、既に終わってはいるが

“風暴”というロケットも 6 機あった。“開拓者”もあっ

たがこれは失敗のまま終わっている。 

 

中国の打上げ傾向を年の前半と後半で比べると面白い。

下の青い線が年の前半、赤いところが後半だ。去年も年間

に 16 機打ち上げるとして前半で 1 機しか上げておらず、

しかし 7月以降に 15 機を上げている。20 機としても集中

して打上げられる能力があるようで、今年はまだ 1機だと

しても来月から年が終わるまで 19 機いけるだろうという

のが私の予想だ。 

 

長征 5型は新型ロケットとして開発中だが、これが出来

れば日本の H2B ロケットの倍近い能力になる。低軌道で

25 トン、静止トランスファ軌道で 14 トン。直径 5mは H2B
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と同等で海南島の文昌射場から打上げられる予定だ。長征

6 型は 7 月 20 日（資料の 7 月 2 日は間違い）に初打上げ

を予定している。延期になる可能性はあるが、太原から打

ち上げられる予定になっている。2機目からは海南島の射

場を使うかもしれない。これだけで衛星を 20 機打上げる

としており、数では今年の日本を上回る。 

長征 7型は有人宇宙用だ。これまでは有人宇宙船だけだ

ったが、物資補給船を現在開発しており、来年あたりから

試験を始めるのではないか。あまり聞き慣れないかもしれ

ないが、長征 9 型は数十トンクラスで長征 5 型の 2、3 倍

くらいある。昔、米国のアポロで使われたサターン 5型ロ

ケットはおよそ 100 トンの能力を持っていたが、あれほど

ではなくとも月に有人宇宙船を打ち上げるくらいの能力

にはなるだろう。そのためここに有人月探査と書いた。一

方、長征 11 型は極端に小さい、日本でいうとイプシロン

より小さいロケットだ。新しいロケットを全部合わせると

相当軽いものからかなり重いものまでいろいろなものを

作ることになっている。 

 

長征 5型については最近、設計変更のあったことが分か

った。当初は大小ブースターと静止、非静止の組み合わせ

で 6種類作るとしていたが、それを 4種類に整理した。大

小を 2本ずつ使うパターンを止めて、一番力が弱いものと

最大のものを残す形で中間の性能は要らないということ

になった。また当初計画では第 1段のメインエンジンは周

りを囲むブースターと同じ強力なケロシン燃料のものを

使うとしていたが、現在は液体水素燃料のエンジンを使う

というように変わっている。液体水素エンジンは少し力が

弱いため、そうなると 1段全体の推力が低下するが、宇宙

に飛ぶ時は強力になる。しかしそのために世界最高性能に

はならないというのが中国の結論のようだ。 

 

酒泉、西昌、太原の 3 箇所の射場は引き続き運用中で、

海南省の文昌射場は実は昨年の内に開業している。実際の

ロケットの打上げはおそらく今年の後半、あるいは来年と

いうことで、射場の設備は殆ど出来上がり、組織-センタ

ーとして既に仕事を始めている。これら射場は人民解放軍

の総装備部が管轄している。これは Google などで見られ

る文昌射場だ。左下と右上で少し拡大したが、よく見ると

避雷針やマストが立っていて射点を 2 箇所用意している

ことが分かる。 

 

輸送を外国と比べるとどうだろう。米国、欧州、ロシア

にはまだ及ばないが日本よりは上にある。有人打上げ技術

があることが大きな加点となり、日本とハッキリした差が

ついている。反対にそれが無ければ 33 点で日本より低く

なるのだが、有人技術があるため日本より上だと結論づけ

ている。ここは長征 2、3、4号で見ているので、5、6、7、

9号になると相当点数が上がることになるだろう。日本と

は差がつくばかりになるかもしれない。 

 

ここで米国のスペースＸ社について触れておきたい。一

昨年の暮れあたり、私は中国に対抗できるのはスペースＸ

くらいだと思っていたが、去年初めから同社の台頭が著し

くなり、スペースＸに対抗できるのは中国だけではないか

と逆の見方をするようになった。表現を逆さまにしたこと

でスペースＸの力が相当上になったことが感じられると

思う。 

 

スペースＸ社はファルコンロケットを作っていてマー

リンエンジンを開発している。最初はエンジン 1基の小さ

いロケットだった。3 回連続して失敗したが、4 回目に初

めて成功し、マレーシアの小型地球観測衛星を有料で打上

げている。これはすぐに運用を終了し、その後、エンジン

を 9基－中心に 1基、周囲に円形に 8基並べたファルコン

9 を 18 機打上げ、全て成功している。宇宙ステーション

に物資を運ぶドラゴン宇宙船を乗せたロケットを 6回、静

止衛星を 6回で 7機、LEO に 5 機、ラグランジュ点に 1機

とどんどん上げ、最短 13 日のインターバルで次のロケッ

トを打上げている。この勢いから中国の方がむしろ負けて

いるのではないかと感じたほどだ。 

さらに凄いのが再使用型の開発だ。ファルコン９ロケッ

トは、ドラゴン宇宙船という非常に重い物を運び、残った

燃料でまた地上に降りてくる。今はまだ海上のプラットフ

ォームだが、そこに降ろしてまた使うということを考えて

いて、今年から試験が始まり、3回試みて 3回とも失敗し

てはいるが着々と成功に向かっていると思う。次回の試験

は 6月 26 日だ（資料作成時の 6月 22 日より変更）。 

エンジンを 9基使うファルコン 9を 3つ、つまりマーリ

ンエンジン27基が一気に火を噴くFalcon Heavyロケット

も開発中だ。これが出来ると長征 9 号にほぼ匹敵する 50

トンクラスとなる。今年に入り 5月末までに既に 5機を打

上げているが、米国の過半を打上げたことになり、残りは

ロッキードマーチンとボーイングが分け合っている。 

国防総省の衛星も打上げ可能となったことでロッキー

ドマーチンとボーイングが独占していたところに最近、ス

ペースＸが割り込んできた。ロシアの制裁問題もあり、ULA

は厳しい立場となっている。 

スペースＸの海上プラットフォーム、“Drone Ship”に

再使用試験ロケットは 100km くらいの高さから降りてく

る。たった 30m 四方しかないプラットフォームがある場所

に正確に降りてくるだけでも凄い。この時はブレーキが効

かずに激突してしまったらしい。どうも着陸の足の所に仕

掛けがあるらしいのだが、それがうまく働かなかったよう

だ。2回目は天候が悪く着陸できないということで、Drone 

Ship の方が大事だからと断念したらしい。海の上で静止

状態になっていたとのことだ。3回目もスピードが落ちず

激突炎上しているが、今度また 6 月 26 日に再使用の試験

を行うので新聞記事等ご注目いただければと思う。 

JST の“Science Portal China”に中国の宇宙開発関係

としてこれまで 10 数回寄稿している。NISTEP の“科学技

術動向”という冊子にも書いているので、それらも見てい
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ただければと思う。 

 

続いて有人宇宙活動について。今年、中国は有人宇宙飛

行を行うだろうか。調べてみたところ、今年は無さそうだ。

中国の発表では 2016 年に神舟 11 号、また現在宇宙に天宮

１号があるが、今度は 2号を打上げるとしている。この 2

つの打上げが 2016 年とされているので今年はないと思う。 

今までの有人宇宙飛行の実績はご存知の方も多いだろ

う。2008 年までの実績は、神舟 1～4 号は無人で、5 号で

初めて有人飛行を行った。6 号では 2 名が搭乗し、7 号で

3名、船外活動も実施している。この辺りまでが第一段階

と言われていて、宇宙飛行士は 6名となった。 

2011 年に天宮 1 号と神舟 8 号を打上げているが、ここ

では中国の新しい技術開発として無人のランデブードッ

キングを実現している。2012 年には神舟 9 号を打上げ、

天宮 1号と手動操作によるドッキングを行った。この時に

は初めての女性宇宙飛行士が搭乗している。2013 年の神

舟 10 号も搭乗員 3名の内、1名が女性だ。 

宇宙飛行士は 10 人だが 2 回飛んだ人も 2 人いて、滞在

日数は述べ 104 日になる。一方、日本はどうかというと滞

在日数 928 日で世界第 3位。圧倒的に多いのはロシア、次

がアメリカで、この 2国は 20,000 日とか 10,000 日という

オーダーだ。他で 1,000 日に乗った国は無いが、今度、JAXA

の油井宇宙飛行士が飛ぶので、それが成功すれば日本は

1,000 日を超える。 

 

中国は有人宇宙活動でこれからどうしようとしている

かというと、国際宇宙ステーション（ISS）に対抗して、

独自の宇宙ステーションを作ろうとしている。ISS は 2020

年、もしくは 2024 年頃に止めてしまう可能性があるが、

中国はそこから宇宙ステーションを始めるとしている。

2020 年頃から運用を開始し、2022 年でモジュールを全て

揃えて完成させるらしい。全体で“天宮”とし、基本モジ

ュールは 3つ、そこに貨物輸送船と有人宇宙船が両側に付

き、連結モジュールもあるのでモジュール数は最大で 6、

7になる予定だ。 

 

宇宙飛行士たちは全員、人民解放軍の航天員大隊という

宇宙飛行士部隊に所属しているが、一般人や外国人が搭乗

する可能性もある。例えばドイツは宇宙実験分野で中国と

協力関係を持っており、ESA の宇宙飛行士で中国語の勉強

を始めた人がいるという情報もある。ISS が運用を止めた

後、中国の方にすり寄る国が出てくるかもしれない。 

 これが中国独自の宇宙ステーションの構成図だ。モジュ

ールはコアとなる“天和”と“巡天”、“問天”、そこに神

舟と物資輸送船の“天舟”。これはソ連時代のミールと同

じなので技術的には今までの技術の応用で難しくないと

のことだ。しかもロケットは長征 5型があるので、かなり

大きなモジュールでも打上げられる環境が準備されてい

る。 

 

世界の技術力比較を見ると、満点なのはやはり米国だ。

ロシアは有人探査技術が少し弱く米国に遅れるが、中国は

それにもう少し遅れるというところだ。独自の宇宙ステー

ションと言ってはいるが、日本は現に ISS に参加している

ことで点が高くなるところもあり、トータルすると日本と

中国ではそれほど変わらないと思う。とはいえ、中国は米

国、ロシアに次ぐ 3番手になっている。 

以上が最初の 30 分でお話しようと思っていたことだ。

概況と宇宙輸送、有人宇宙飛行に絞って会場からご質問を

お受けしたい。 

 

（フロア） 

 今回の話とは関係ないが、北朝鮮の宇宙技術はどれくら

いだろう。 

 

（辻野） 

私の理解としては日本の 50 年前にも及んでいないと思

う。 

 

（フロア） 

中国の宇宙関係は人民解放軍が担当しているようだが、

活動予算は軍事予算に入っているのかもしくは別枠に取

られているのか。 

  

（辻野） 

たいへん難しい質問で満足に答えられるか分からない

が、その話は最後の方で触れることにしていた。正確なと

ころは分からないが、おそらく軍事予算ではない。そもそ

も人民解放軍は中国共産党のもので国軍ではなく、国家予

算ではない。共産党のお金から運営している感じだ。宇宙

に関して言うと、例えば燃料を運ぶトラックを誰が運転す

るか、ガソリン代を誰が出すかとした時に、軍が普段のオ

ペレーションの一環としてやるとか、射場の警備に人民解

放軍の兵士が立っているということだが、もし日本で

JAXA がやるとなると燃料を運ぶのは燃料を作る会社や輸

送会社と交渉、契約して会計検査院のチェックを受ける。

セキュリティ関係ではガードマンを雇うにも警備会社と

契約する。しかし中国ではそういった契約の手間は全く必

要なく、共産党をあげて行う。言ってみれば家族が家事手

伝いをする感じだろう。表面には出てこない、GDP に上が

らない活動だと思う。 

 

（フロア） 

海南島に基地を持ってきたというのは軌道に乗せるの

に北方より有利だからか。 

 

（辻野） 

その通りだが他にも理由がある。長征 5 型は直径が 5m

もある。それまでの長征 3型は直径 3.35m で新幹線の車体

くらいだ。中国の鉄道は標準軌で新幹線の幅と同じ線路で

出来ていてロケットを積んで走れる。今までは鉄道で運べ
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たが、5m になるとトンネルを通れない。中国の射場は全

部山の中にあるのでトンネルをくぐれないと船で運ぶし

かない。ロケットを作る機械の工場は天津にある。臨海の

工業地帯から船に積み、そのまま海南島まで運んで打上げ

る。とても合理的だ。5m でやるとなった途端、今までの

鉄道輸送のやり方を捨て、全て新しいやり方にした。 

海南島は北緯 20 度なので静止衛星を打上げる場合、西

昌の 28 度より少し楽になるし打上げ能力が上がるという

メリットもある。では何故、最初に海南島が射場として選

ばれなかったかというと、海に近いと真っ先に攻められる

のではないかという国防上の理由だった。 

 

--- 

 

さて、続いて 4番目の章、月探査について話したい。 

2013 年 12 月、中国は“玉兎”というローバーを積んだ

嫦娥 3号を打上げ、月面着陸に成功した。これはロシアの

ルナ 24 号以来 37 年ぶりのことで、中国はロシア、米国に

次ぐ世界 3番目の月面着陸国になった。それまで周回があ

ってから着陸だと思っていたが、米ソが競い合っていた

1966 年、両国は初めて月面着陸に成功しており、その 2

ヶ月以内に周回に成功している。つまり、着陸した時に周

回はしておらず、周回の方が後だったということだ。周回

の方が難しいのかもしれない。ところで“玉兎”は 2ヶ月

間、走行した。月の 1日は地球での 1ヶ月に相当するので

2ヶ月というのは月面での 2日間にあたる。月を地球から

見た時に光っているところは月の昼で、見えない部分は夜、

一地点で見ると昼と夜はどの場所でも半月ずつで 14.5 日

で昼と夜を繰り返す。月の 1日は地球で 1ヶ月かかる。“玉

兎”は地球での 2ヶ月間、走行したが 2晩目に蓋を閉じる

時にゴミがたくさん入って動かなくなってしまった。通信

は出来ても駆動出来ず、ローバーの役目を果たせなくなっ

てしまった。 

2017 年には嫦娥 5 号の打上げが決まっているが、次の

課題は試料を取って地球に戻すサンプルリターンだ。日本

では HAYABUSA が ITOKAWA から微かなサンプルを持ち帰っ

ている。 

一方で月探査に関する質問、「中国は 3 号、5 号ときて

いるが 4 号はどうするのか」という話だ。実は 4 号は 3

号と一緒に作っていることが分かっている。例えば 2号の

場合は 1号と一緒に作り、１号の失敗点を改修した後で打

上げ、ミッションとして良い結果を得ている。4号では現

在、中国国内の一般社会に向け利用計画を公募しており、

それをみて 2020 年頃、打上げられる予定だが、一般募集

のアイデアで探査しようというのは面白い。そのため 5

号は 4号より先に打上げられる見込みとなっている。 

 

月探査機の実績として、嫦娥 1号は 2007 年、日本の“か

ぐや”の 1 ヶ月後に打上げられている。“かぐや”は高度

100km で観測したので結構精度が良かったが、嫦娥 1号は

200km の高さだったので画像があまり良くなかった。その

後、2010 年に嫦娥 2号を打上げたが、この時は“かぐや”

を真似した軌道投入方式を採ったり、高度 100km にしたり

した。この時はかなり順調に進んだので余った燃料で小惑

星に接近して写真撮影したり、ラグランジュ点までいって

観測したりするなど、日本では考えにくいことだが当初予

定に無かったことをいろいろ勝手に行っている。また去年

10 月、嫦娥 5号 T1 という月探査試験機を打上げ、月には

降りないが、月を通って地球に再突入し、カプセルを戻す

という実験をしている。カプセルの中身はまだ空だが、月

まで行って戻すことができるということを去年の内に実

験したということだ。 

 

月探査計画は「繞」、「落」、「回」の三段階に分けられて

いる。第一段階の「繞」では嫦娥 1号、2号の月周回、「落」

は月面着陸で 3 号の軟着陸で達成された。「回」は 2017

年の 5号によるサンプルリターンだ。その後、有人月面基

地をやるかどうかが注目点で、やりそうな気配はあるがま

だはっきりやるとは言ってない。しかし、論文などを見る

とその辺りを見越したことをやっているように思われる。 

 

ここら辺の技術力を比較すると、これは必ずしも全体の

比較ではなく、月惑星探査に関する部分点である。どこで

差がつくか。日本の点が高い理由に LPSC：月惑星科学会

議という会が関係する。LPSC には米国や欧州から大人数

が参加し、日本も参加している。ところがロシアや中国、

インドからは殆ど論文が出ず参加も無いため点が落ちて

しまう。中国語の論文はあるかもしれないが、国際的な会

議に出る人はそう多くない。 

 

 
 

地球観測分野における中国の特徴は欧州を模範として

いることにある。35 ページに地球観測分野における技術

力比較を挙げた。大体において米国は満点だが、地球観測

については欧州が米国を上回るところがあり、公共利用な

ど欧州は米国に無いことを行って高く評価されている。中

国はそれを分かっているので欧州に教わりながら連携し、

“ドラゴンプログラム”は第 3期まで進んでいる。 

この計画がどうなっているかを Google で調べる時のヒ

ントをお伝えしよう。日本人が普通に入力すると“龍計画”
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となると思うが“画”は Picture の意味なので、中国語で

は “劃”を使わないといけない。 “龍計劃”と入れると

良い検索結果が出てくる。これがノウハウだ。第 1期には

プロジェクトが 10 くらいしかなく第 2期で 25、第 3期に

は 50 になった。去年 5 月、成都で学術フォーラムが開か

れ、環境、農業、寒冷圏、森林など 6テーマが設定されて

いたようだ。“龍計劃”では欧州と中国両方の衛星画像デ

ータを使い、一緒に研究を行うという特徴がある。 

 

日本では“ひまわり”でおなじみの気象衛星は、中国で

は“風雲”といい第 3シリーズまで進んでいる。第 1シリ

ーズと第 3 シリーズは極軌道を採っているため南極と北

極を通る。第 2シリーズは静止衛星だ。これまで 7機打上

げられており、2H を上げれば第 2 シリーズは終了する。

新シリーズでは風雲 4 を用意しているようだ。まだ 2H が

残っているのでもう少し時間がかかるだろう。 

 

陸域観測衛星にはいろいろな種類がある。今年は“高分”

4 号が 3 号より先に打ち上げられる予定だ。“環境”とい

う衛星には 1A、1B、1C とあり、1A にはタイの通信機器も

搭載されている。 

測量衛星の“天絵”だが、 “絵”は立体地図を意味す

るのでそのまま測量だと思ってほしい。またブラジルと共

同で CBERS という衛星を 4機上げており、現在 1機が運用

中だ。“資源”は CBERS と殆ど変わらない衛星で 3 機上が

っている。 

 

海洋観測衛星もある。海を見て何が分かるかというと、

かつて日本でも“もも 1 号”という衛星を上げていたが、

海の色や温度を見る。海に地形は無いが、それでも高低差

があったり波があったり、温度分布やプランクトン、藻類

がどうなっているかという観測などに使われている。中国

ではこれまでに“海洋”1A、1B、2 の 3 機を上げている。

“北京 1号”は海洋観測衛星とは全く関係無く、民間ベー

スで作った衛星だ。 

偵察用はどこが運用しているかよく分からず、おそらく

人民開放軍だと思われるが、“遥感”シリーズが最近非常

に多く上がっており、細分化すると 6 グループ、36 機が

殆ど運用中だ。数がどんどん増えているが、これを軍事衛

星とみなすと民生用の地球観測衛星の数はそれほど多い

とは言えない。 

 

回収式衛星の方は最近、殆どやっていないが既に 23 機

を打上げている。この頃は微小重力実験と相乗りというケ

ースが多いようだ。最初の回収式衛星は 1975 年だった。

着陸予定地は大体四川省だが、1機目の時は大変で、400km

離れた貴州省の炭鉱入り口付近に落ちてしまった。炭鉱夫

さん達がお昼ご飯を食べようかとしている時に落ちてき

て、皆、驚き逃げたが、町までおりて知らせてくれた。彼

らは人工衛星という言葉すら知らなかったという。それで

四川省で待っていた人達が 400km 移動して回収に成功し

た。中のカプセルは無事だった。衛星には普通のカメラが

搭載されていたが、それを現像しないと偵察写真にならな

いので回収しなければ意味がない。流石に最近はこれが必

要ということはあまり無いようだが、そういったことをこ

れまで 23 回やっている。 

技術力で比較すると、地球観測について中国はロシアよ

りましでも日本より少しレベルが低い。これは分解能のや

ミッションの多様性による。 

 

次に航行測位分野だが、これは何のことかというと GPS

だ。今年になって 1回だけ打上げがあったと話したが、そ

れがこの航行測位衛星、北斗 3号、今まで聞いたことのな

い名前だった。3 月 30 日に打上げられて準天頂軌道を回

っている。準天頂軌道については後で説明する。 

はじめは第 2 世代の北斗衛星を 35 機打上げるとされて

いたが、15 機打上げたところで 20 機を残したまま計画を

止めてしまった。第 2 世代を綺麗さっぱり破棄して 2015

年から第3世代の北斗を打上げるという。衛星自体はIG5、

I は“Inclined”で赤道に対して傾斜が付いているという

こと。G の Geosynchronous というのは地球と同期してい

るということで、一周する速さが地球の自転速度と同じと

いうことだ。Inclination がなく 0°であれば静止して見

える（それを静止衛星という）が、Inclined になると北

半球と南半球を往復する。 

それについてお話する前に 15 機の内容だが、北斗 1 号

は 5機で全て終了している。北斗 2号は静止衛星 5機、準

天頂 5 機、中高度 5 機で、中高度はあと 20 機打上げる予

定だったがこれも中止してしまった。北斗 3 号は現在、1

機が飛んでいるがこれから 34 機を打上げるとしており、

来月、中高度衛星を 2機同時に長征 3号で打ち上げる予定

だ。 

 

北斗の軌道だがこれが準天頂軌道だ。Inclined だが、

中国の場合は 55 度の傾きが付いていて、一番北の方では

この辺りまで来る。半日経つと南半球の方に行き、ぐるぐ

る回る。大体 8時間くらいが見える範囲だと言われている。

3機あると替わりばんこに出てくるので3機で一組になる。

中国では IG の内、北京と香港を結ぶラインに 3 機を配置

しているので、衛星がくるくると回りながらどれか一機は

中国本土の上にある。静止衛星の場合は止まって見えるが、

IG の描く 8 の字の場合、どんどん縮めていくと最後は 1

点になる。厳密には 0.1°でもあれば 8の字を描くが、そ

れが 0.1°もないから静止しているように見える。 

 

準天頂衛星 5機は何かというと、3機は北京、香港のラ

インだが、ややこしいのでここでは抜いている。この西側、

ヒマラヤと青海省の上あたりを通る 2機がある。今年打上

げた衛星はどこに入れたのかを調べると、5番目に投入し

たものの近くを飛んでいる。日本の“みちびき”の軌道は、

円形ではなく楕円形で飛ばしている。北半球の方は遠地点

がとても遠くなっていて、近地点になるオーストラリアの
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方は短い時間で広い範囲を行き、日本の上を 8時間以上か

けて丹念に、ゆっくりと狭い範囲を一周して飛んでいる。

この小さい輪のところが 8時間くらいだ。これが日本の準

天頂衛星の軌道だが、これが 12 時間経つと逆の方にいく。

衛星は GPS と一緒のため、中国からみると “みちびき”

が使える、つまり西側の準天頂衛星が無くとも日本の衛星

がエリアをカバーしているから、中国の衛星が要らない範

囲が出来ているのではないだろうか。中国がそう発表して

いるわけではなくあくまでも私の推測だが、画を見る限り

ではそう解釈できる。資料に記したが、北斗 2型 2機と日

本の“みちびき”は中国中央部から見て準天頂衛星 3機 1

組に相当するということだ。 

 

航行測位の技術力比較に関しては今回、大分難しいこと

を調べた。SIS-URE という指標で比較している。“みちび

き”は非常に良いが、中国の方はまだ精度が低い。しかし

今度は北斗 3 型になったので点が上がるかもしれない。

SIS-URE というのは一個の衛星の性能観点からの比較だ

が、コンステレーションは衛星全体の比較なのでこの点が

上がる可能性がある。しかし中国では基本的にコンステレ

ーションが出来ていない。あと 5年くらいはかかるかもし

れない。 

 

通信放送分野は“東方紅”だ。“東方紅”は国歌の題名

で、その名を冠した 1 型が中国最初の衛星だ。東方紅 5

型は衛星ではなく衛星バスで共通的な部分を示している。

今、中国の衛星通信をやっているのは ChinaSatcom、昔の

“中国通信”で、日本でいう NTT のような会社の一部だっ

た。現在は分離されて CASC に所属し、衛星開発は CAST

が行っている。現在は 4型バスで５トン級が主力になって

おり、後で国際協力の方でも触れるが外国にも売っている。

今、開発している東方紅 5型のバスは相当大きく 8トン級

で、米国や欧州を上回っている。米国でもまだ 7トンまで

いかない。それを上回るものを作ろうとしている。同時に

長寿命化や太陽電池の高性能化といった技術開発も含ま

れる。これを打ち上げるのに長征 3 型では無理なので 5

型ロケットが出来ることを前提にしている。 

 

通信放送衛星は中国通信広播衛星公司が 12 機持ってい

る。テレビ放送ができる“中星”があるが、おそらく軍か

ら頼まれて軍事通信衛星も運用していると思う。また、有

人宇宙開発で利用しているデータ中継衛星の“天鏈”もこ

の会社が運用していることが分かった。昔、Sinosat とい

う会社があったが、ここも今は“中星”グループに統合さ

れている。アジア太平洋の APStar も ChinaSatcom に統合

されている。現在、中国内でこの公司に入っていないのは

Asiasat、また ABS は中国ではないとした方がいいかもし

れないが、韓国衛星やフィリピン衛星などを軌道上で承継

し、独自衛星も上げていて規模を拡大しようとしている。

私がカウントする中には中国政府が知らないものまで入

っているかもしれない。 

通信衛星の輸出という観点で見た時、ナイジェリア、ベ

ネズエラ、ボリビアのケースでは衛星を製造しロケットで

打ち上げ、保険をかけ、運用要員を訓練し、費用は中国の

銀行がお金を貸すというのがセットになって殆ど手ぶら

で参加できそうになっている。しかし勿論、運用が始まる

とローンを返さなければならない。いわば住宅ローンとセ

ットで家を建てるというような商売だ。今後はコンゴやベ

ラルーシ、スリランカ、ラオスといった国が予定されてい

る。 

これは一昨年に打上げたボリビアの衛星で Ku バンドが

26 ある。Ku バンドはテレビ放送だが Ka バンドはインター

ネット対応だ。数からみてもテレビ放送が主体のようだ。 

 

東方紅 5型の話に戻り、これが果たして良いことか悪い

ことかを考えてみたい。メリットとしては、今、静止軌道

が非常に混雑している中で、このような大型のものができ

れば集約によって数が減らせる、あるいは全体としての容

量がもっと上がっていくという利点があると思う。また、

これだけ大きくなるとハッブル宇宙望遠鏡のように修理

に行こうかという規模になるかもしれない。中国が世界の

需要を独占する可能性もある。これまでの衛星バスには時

代時代の覇者がいて、20 世紀は Hughes（ヒューズ）とい

うところが茶筒のような衛星をたくさんつくっていた。最

近はヨーロッパの会社にスマートなものが多い。今後、中

国の東方紅 5 型が世界最高だとなったら一気に移る可能

性もある。価格も安いかもしれない。その一方でデメリッ

トもあり、東方紅 4型も最初は失敗して苦労しているので

技術開発の難しさがあるのではないかということや、独占

的な需要を獲得できないのではないかとか、あるいは逆に

価格が高くなるのではないかとか、いろいろと分からない

要素がある。これはあくまで私がメモ的に、東方紅 5型が

どちらにいくかこれから注目していく上でポイントとな

るところをあげたものだ。 

ここについても世界の宇宙技術力比較をしている。中国

は通信方面がまだ弱いというのが実情だ。今後、東方紅 5

型で圧倒的にシェアが広がるようになると中国が満点に

なり、米国、欧州の評価が相対的に低くなるかもしれない。 

以上、月探査と 3つの応用分野で一かたまりとした。こ

の範囲でご質問を受けたい。 

 

（倉澤上席フェロー） 

まず私の方からお伺いしたいことがある。打上げコスト

と衛星のパッケージコストは米国、ロシアと比較してどれ

くらいなのか。 

 

（辻野） 

決して安くはない。ベネズエラの衛星でも 300 億円くら

いかかっている。ロケットの打上げ自体は 60～70 億円く

らいだと思うがあまりはっきりしない。先ほども触れたが、

人民解放軍が負担しているところがあるのでコストがよ

く分からない。確かに一般には安いと言われているが極端
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に安いわけではなく、欧米との競争感をみて高い値段をつ

けているように思う。 

 

（フロア） 

ZTE という中国の衛星通信会社があるが。 

 

（辻野） 

モバイルは衛星ではやっていないと思う。今、モバイル

を衛星でやっている会社はアラブ首長国連邦のスラーヤ

（THURAYA）だ。ソフトバンクと組んでいて、日本で専用

端末を使えばアラブが持つ静止衛星とやり取りができる。

これは非常に特殊な設計で端末になる携帯電話もサイズ

がやや大きい。内部でアンテナをぐるぐる巻いてあったり

するが、そう簡単な技術ではないと思う。アンテナには大

きさが必要で、波長をいかにちゃんと受け取るかだ。モバ

イルではなかなか難しいだろう。 

 

（倉澤上席フェロー） 

 それでは、最後のところまでセッションを進めていただ

く。 

 

--- 

 

次は宇宙科学分野の科学衛星だ。実のところ、中国には

天文観測衛星が無い。ちなみにインドにもなく、インドで

は去年、一昨年あたりから上げる上げると言っているもの

の上がっていない。中国も今の 5ヵ年計画で必ずやるとは

言っているがまだ出来ておらず、5ヵ年計画も今年で終わ

るから最後まで無いのだろうと思っていたら、この原稿を

JST に出した 2日後に新しい情報が飛び込んできて、HXMT

（硬X線望遠鏡衛星）とDAMPEというダークマターの衛星、

また量子通信（量子科学は量子暗号通信のことだと思う）

の実験衛星と今年中に 3つは上げたいということだ。5種

類打上げるというのを少し縮小して 2つでも 3つでも、と

いうところだろうか。ロケットの方は手ぐすね引いて待っ

ている。今年の打上げ目標達成にはあと 19 機あるが、北

斗 3号の衛星が何機上がるか、コンゴやラオスの衛星が何

機上がるか。有人は無いだろうが地球観測衛星や偵察衛星

もあるので打ち上げるものには事欠かない。科学衛星はな

かなか割り込めないだろうと思うが、今年はロケット製造

プロセスで旧型の在庫を一掃したいところもあると思う。

今年後半にどの程度うまくやっていくのか注目している。 

このように私が「やるのか、やらないのか」などと疑問

を明らかにすると、盗聴でもされているのか、急に「やる」

というニュースが入ってくる。（会場・笑） 

科学衛星の実績自体は 0ではない。天文観測ではないが

地球圏に関する衛星が 15 機くらい打ち上げられている。

しかし宇宙科学分野で技術力比較をすると中国は月・惑星

探査も低く、インドやカナダと並ぶ最下位クラス、地球近

傍宇宙環境観測も日本より少し落ちる。宇宙科学が一番弱

いところかもしれない。 

 

次に技術試験衛星その他について。中国の技術試験衛星

はどのような組織が何機くらいあげているか。数えるとこ

ろ、これまでに 3企業、5大学が技術試験衛星を打上げた

実績がある。製作中だともっと多く、今度の長征 6型ロケ

ットにはいろいろな大学から衛星コンテストのように乗

るかもしれない。今のところはこのような分布で規模は小

型衛星だけではなく、例えば神舟の 1号から 4号は無人な

ので全て技術試験衛星になる。通信衛星でも使わないもの

は技術試験衛星だ。中国空間技術研究院（CAST）がやって

いるということは、ここから出発して今の日常衛星に結び

ついているものがたくさんあるということだ。CAST は一

種の軍事施設にあたる。訪問した時は入口の展示館だけで

後は何も見せてくれなかった。しかし写真から大抵の想像

はつく。東方紅 1号から始まり実践衛星、試験衛星、創新

衛星、納星というのはナノサット、CAST はピコはやって

いない。ナノサットは 1～3、4kg までと決まっているが、

CASTのナノサットは25kgもあるので要件を満たしていな

い。他に“希望”というものもある。 

上海航天技術研究院には“蜂鳥”という衛星がある。30kg

と 160kg だからそこそこ大きく、この 2機が編隊飛行の技

術実証をしている。 

清華大学には“霊巧”という衛星があるが、“霊”とい

うのは携帯電話の意味なので、実用にはならないとは思う

がモバイルの実験をやっているかもしれない。浙江大学で

は“皮星”というピコサット、ナノの下の単位のピコの衛

星をやっているが、12kg もあるのでピコとは言い難い。

ピコはグラム単位なので 100g 程度だ。ハルビン工科大学

はかなり真面目に作っていて新型ロケット“快舟”に乗せ

る衛星 2機を作っている。 

国防科技大学では“天拓”で AIS という船舶の情報を収

集するシステムをやっている。船は海の上でいくら電波を

出してもなかなか海上で受け取ってもらえることはない。

地上は空気があるので大体 100km が限界だ。しかし宇宙に

行くと 400km くらいでも通信できる。AIS 受信機は全世界

で使われているが、国際船舶にも AIS が積まれていて、今

の位置がどこにあるとか、どこへ向かっているとか、何ノ

ットで航行しているとかいうことが全部分かる。１分おき

に信号を出していて、その信号を繋いでいくと線になり航

路が分かる。 

他には南京航空航天大学や深圳航天東方紅海特衛星有

限公司なども小型衛星の開発をやっている。 

 

皆さんの資料には写真が大きく載っていて下の方は見

えないと思うが、中国が結構力を入れている CSES という

地震電磁観測試験衛星がある。中国ではかなり大きな地震

が起きることがあり、地震に対してできることは何でもや

ろうと電磁波を使った地震の先行現象の研究を行おうと

している。写真はこの関係で開かれた会議時のもので、

JAXA 職員を含め日本人も参加している。電磁波による地

震先行現象を調べようという夢を持った人達が国際的に
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集まった会議だ。 

 

次は宇宙開発組織について話したい。中国でも基本的な

組織図を作っているが、ローカルに見ると再編成や統合が

行われているのでこの 5 年間でどのような変貌があった

か述べたい。前回（第 30 回研究会：2010 年 4 月 15 日）

の時にお配りしたデータと現状を見比べると全部で 5 つ

くらいの目立った変化がある。一つは航行測位の実用化が

非常に進み、準天頂衛星が全て完成して 2012 年あたりか

ら始まっている。そこで CNAGA（中国衛星導航定位応用管

理センター）という組織が出来た。有人宇宙関係では有人

宇宙プログラム室（CMSEO）が出来ている。国連職員から

聞いた話によると、CMSEO をヨーロッパや外国人向けには

CMSA と呼称し、我々は Agency、有人宇宙飛行庁だと言っ

ているらしい。いずれにせよ CMSEO というのが中国語的に

は正式な呼称となる。 

有人宇宙関係では中国科学院が空間応用工程・技術セン

ター（CSU）を設置しているが私はここに非常に関心があ

る。この組織は物資輸送船の“天舟”と“天宮”の全体設

計をやるところで、専門的かつ高学歴の人を新たに多く集

めている。昔の国鉄の工事局もプロジェクトに必要な技術

を持った人をどこからでも集めていた。そこに近いという

印象で、中国全土から非常に優秀な人材を集めている。 

③は地球観測関係で、遥感応用研究所（IRSA）と対地観

測・数字地球センター（CEODE）が統合され、遥感・数字

地球研究所（RADI）になった。ちなみに遥感はリモートセ

ンシングを意味する。2012 年 9 月に設立され 2013 年 4 月

に発足しているが、ホームページを見ると未だに IRSA の

URL が残っているので、まだ完全には統合されていないよ

うに思う。 

④の宇宙科学関係では中国科学院の空間科学･応用研究

センター（CSSAR）の名称が変わり、国家空間科学センタ

ー（NSSC）となった。 

この図を説明すると非常に時間がかかるので、ご質問が

あれば後ほどお受けする。 

 

次に宇宙産業だが、私は中国の宇宙産業についてもしば

しば質問を受ける。まず答えるのは “CASC”と“CASIC”

の 2つがあり“CASC”には 13 万人、“CASIC”には 10 万人、

合わせて 23 万人が中国の産業組織で宇宙開発を担ってい

るということだ。実のところこれは凄い人数で日本の 20

倍くらいである。最近、ロケットや衛星の打上げ数が今ま

での 3倍、4倍に増えているが人数自体はそれほど変わっ

ていない。つまり彼らの生産性が向上しているのかもしれ

ない。今まで宇宙の仕事が無かった人にも仕事が回ってき

て、単位従業員あたりの売上高も増えているのではないだ

ろうか。また、昔に比べて高学歴者が増えている。特に“海

亀政策”で海外留学者が呼び戻されており、故国に戻る技

術者が増えている。 

 

 CASC の中で一番大きいのは中国長城工業集団有限公司

（CGWIC）というところで CASC の中核を成している。日本

でいうと三菱重工と三菱電機の宇宙部門をまとめたくら

いの大会社だ。世界 10 箇所に営業拠点を持っており、打

上げサービスもやるが衛星輸出もするし、衛星通信用のア

ンテナや画像データを取るためのアンテナ、航行測位分野

でも受信機や利用サービスなど中国の宇宙活動の全範囲、

科学はビジネスに入らないが、主要なところを全部抑えて

いる。また国際協力として中国の政府機関とパートナーに

なっている国への技術サービスやメンテナンス協力をし

ている。国の機関には 100 人くらいしかいないが CGWIC

だけで何万人もいる。共産党の下、国営企業として整然と

動いている感じだ。 

しかし、このような中国企業を米国は決して良くは思っ

ていない。2005 年にイラン不拡散法に基づき米国は CGWIC

など 9 企業への制裁を実施している（CGWIC への制裁は

2008 年に解除され、今は平常化している）。 

 

次に国際協力について、中国は宇宙での協力を何ヶ国と

公式に行っているか。中国に聞くと米国と日本を除いて全

部やっていると言うが、キリバスのように明らかに喧嘩し

ているところもあるので全部とは言いすぎだろう。主だっ

た協力関係としては包括的な協力をしているところと分

野別の協力をしているところ、あるいは海外に中国の施設

を作らせてもらっているところがある。またボリビアのよ

うに衛星の輸出相手もいるし、APSCO というアジア太平洋

宇宙協力機構に参加している国など、重複もあるが、カウ

ントすると 37 カ国 2 機関との協力関係が公式にあると思

う。2機関は ESA（欧州宇宙機関）と EUMETSAT（欧州気象

衛星機構）だ。 

 

ロシアについては最近、新しい動きが出てきた。ウクラ

イナ問題もあり米国や欧州から制裁を受ける中、新たな活

路を見出すために中国と急接近している。具体的な話とし

ては宇宙規格の統一、例えば宇宙船のドッキングを統一化

しないとロシアと中国の設備を一体化できないというこ

とで交渉が始まっている。宇宙産業界の消息筋によると、

将来の月探査を見据えてドッキングユニットや電気的接

続、空気の規格などを共同作業で統一していこうとしてい

るらしい。 

 

最後の宇宙政策については言い出したらきりが無いが、

2011年に出された宇宙白書の2016年版を作るのではない

かと思う。もうそろそろ準備期間に入っているはずで今は

計画段階だろう。今後の動向や発表に注目したい。 

 

中国の宇宙予算は分からないところが多い。ミッション

ごとに組織が分かれていて、全体を統一しているところが

ない。製造部門と政府部門で分かれたりするので全体を分

かっている人があまりいない。予算といっても集計してい

ないと思う。 

宇宙産業のところで説明しようと思ったが、23 万人と
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いう人数は宇宙の仕事だけをやっているわけではなく、一

般向けの生産もやっている。面白いところでは香港の大仏

も鋳造技術を活かして CGWIC が作っている。そのようなこ

とにも人手が使われていて、売上げの 3分の 2か半分くら

いを非宇宙で稼いでいるので企業の売上げだけを見ても

よく分からない。こういったことを割引いて、軍事を抜い

て民生だけで見ても中国の方が日本やロシアより大きい

ように思う。 

 今日は不十分な話で申し訳ないが、宇宙政策については

2016 年版宇宙白書を早く見てみたいと思う。 

 

最後に今までの話を全てまとめると、ロケットの関係で

は現在、長征 2、3、4号と開発中の 5、6、7号。他にもあ

るが、今年の後半から遅い時期にかけて打上げが混在－新

型ロケットも飛ぶが昔のロケットも飛ぶことになるだろ

う。2020 年くらいになれば殆どが新型ロケットになると

思うがそういう移り変わり期間になると思う。 

有人宇宙飛行は来年からまた活発化し、天宮を構築する

ことで定常運用に入るかもしれない。 

地球観測衛星と航行測位衛星は引き続き規模を拡大し、

通信放送衛星も外国向けに製造が増えていくだろう。成長

路線がある程度見込まれる。 

月はサンプルリターンが 2017 年に迫っているし、将来

的な有人月面基地も視野に入れている。天文観測衛星は開

発が遅れているとされていたが、最近のニュースによると

今年のうちに動きが出てくるかもしれない。 

最後に余談だが、嫦娥 3号や玉兎などは最近、切手にな

って宣伝されている。50 年くらい前は米国やロシアが切

手を使って自国の宇宙活動を盛んに宣伝していた。今、そ

れをやっているのは中国だけなので、やはり中国が一番そ

ういう意識でいるのかとも思う。 

以上だ。ご清聴に感謝する。 

 

（JST 倉澤上席フェロー） 

非常に興味深い、中国の宇宙開発全般の多岐にわたる話

だった。折角の機会なので会場から質問を受けたい。挙手

を。 

 

（フロア） 

宇宙政策について伺いたい。先月末に中国政府が発表し

た国防白書では 4つの重点分野の中に“宇宙空間”を挙げ

ている。どういう活動を行うことが重点活動となるのかお

分かりの範囲で具体的に教えていただきたい。 

 

（辻野） 

これはあまり言えない話なのだと思う。中国の活動を見

ていくとお分かりいただけると思うが、宇宙科学のような

分野を抜きにすると、有人宇宙は軍がやっているし、測位

や通信などどの分野も軍民両用、デュアルユースでやって

いる。国防白書的に言えば、人民解放軍の能力を使い、宇

宙の軍民共用、今は軍民融合と言っているが、軍民融合で

やるということだ。 

実際にやっている内容にそう新しいものはないと思う。

一つだけ、JST の特任フェローの立場として言わせてもら

うと、早期警戒衛星を本当に打ち上げるかということに注

目している。これは軍事専用だ。国防白書にはこのような

ことは書いていないと思うが、それをやるかどうか。 

 

（フロア） 

航行測位衛星のことだが、特に問題になるのは航空機の

衛星航行システムだと思う。 

  

（辻野） 

GPS を使った無人誘導だと問題になるだろう。爆撃機の

替わりになるからだ。 

 

（フロア） 

米国でも ADSB（Automatic Dependent Surveillance – 

Broadcast）が既に使われているが、中国も国際的に航

空機を飛ばしているので米国が GPS を使わせると言って

も時にはシャットダウンする可能性もあるのではないか。

それに対する中国独自のバックアップや国際協調となる

衛星航行システムはどうなっているのだろう。 

 

（辻野） 

今までの北斗 2 と合わせて使うが性能がクリアに違う。

北斗 3 は精度が 4 倍に上がっている。これを 35 機まで増

やし、予定していた残り 20 機を廃棄して新しく 1 からや

り直すとしている。この後 2機ずつ周回衛星を打上げると

いうことも聞いている。どんどん上がっていくだろう。中

国の GPS 受信機は米国、ロシアと中国の北斗の 3つの信号

を受けられるようになっている。米国の信号も使うし、日

本の“みちびき”も使っている。 

 

（フロア） 

スペースデブリの件が気になる。西側は相当気にしてい

るが中国はどれくらい対応しているか。 

 

（辻野） 

中国は航天白書の中でデブリ対策をやると書いている。

そこまではっきり政策文書で明言している国は他にない。

予算があり組織があっても、ポリシーにしている国はなか

なかない。中国は 2007 年、自国の風雲 1 号にミサイルを

打って破壊し、3,000 個のデブリを作ってしまった。粉々

にしたらなくなると思ってやったのだろうが、速度を与え

るとますます力を持ってデブリとして飛び続けるので逆

効果になった。おそらくその時に非難を浴びたり思い通り

にならなかったという反省もあったりしたのだろう、その

後、こういったことはしていない。それでも米国はいつ

GPS 衛星が撃墜されるか分からないと常に警戒している。

中国はデブリを作ってしまったことはあったが他のとこ

ろでわざとデブリを作っているわけではなく、国際的なデ
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ブリの調整会議にも参加している。コントロール範囲にあ

るとは思う。 

 

（フロア） 

中国がいろいろな分野に力を入れているということが

よく分かった。測位衛星があり有人飛行があり月探査もあ

る。多方面にお金をかけ力を入れているが、10 年後、20

年後の大目標はあるのだろうか。中国は宇宙を何のために

行っているのか、最終目的は何なのか。例えば党なり軍な

りの文書などに明記されているのだろうか。 

 

（辻野） 

素晴らしい、だが難しい質問だ。その答えを一番求めて

いるのは米国だと思う。いつも米国から中国の真意は何か

という質問が出る。いくら CIA が調査しても真意が分から

ない。私は 10 年前から中国の宇宙活動を追いかけている

が、10 年前から中国が言っていたことと今とではそれほ

ど変わりがなく、将来的に有人月探査をやりたいとか宇宙

ステーションを持ちたいとか、世界的競争力を持つ宇宙産

業にしたいとかいうことを言い続けている。それを上回る

ような話も出てこない。途轍もないことを考えているわけ

ではないだろう。出来る限り自国の能力を高めて 13 億人

いる国民を食わせていくということが彼らの政策目標だ。

それが叶えば小康社会で、そこそこ皆が幸せを感じられる

社会にしたいということがあるので、そういう意味では通

信衛星で100chのテレビ放送が見られたりGPSで盗まれた

車が戻ってきたりといった現実的なご利益がある。こうい

ったことを段々と実現していくことに加え、宇宙飛行士の

活躍などから国際的に中国の凄さをアピールして若い人

たちに誇りとやる気を与えるという意義もあるだろう。そ

れゆえ真意はどこにあるかということを彼ら自身も言わ

ないと思う。 

 

実は今日、私が特に言いたかったことがあるのでこの質

問を借りてお話させていただくと、JAST が国立研究開発

法人を対象に公募したイノベーションハブ事業で JAXA の

宇宙探査テーマが採択され（2 件採択された内の 1 件で、

もう 1 件は NIMS の材料データベース）、5 年間で 20 億円

なので火星には対応できないが、例えば 2020 年に月に着

陸させるというのはどうだろう。月には今までアポロも降

りているが、あれは何をしたかったのか、その後、月への

有人計画はストップしてしまった。けれど行けばもっとい

いことがあるかもしれない。何故そう思うかというと、“か

ぐや”が１年間飛行して集めた月の地表データから発見さ

れたことに、月には 100m くらい深い縦穴と洞窟のような

場所があり、そこまで行くと宇宙放射線は直接当たらず温

度も零下 20 度くらいで南極より暖かい。空気や水はない

ので設備は必要だが、その住みやすい場所自体が資源とし

て利用できるかもしれない。これは凄いことだ。中国が気

付いたら手を出そうとするかもしれない。実際、日本の科

学者が裏側も含めて 3箇所、とても良い所を見つけ学術論

文を発表している。これに対して米国は、日本人が見つけ

たものは手を出さないと言っている。 

 宇宙開発の真意は何か。米国の場合は火星に行けるよう

にして地球が絶滅するような時に米国人だけは火星に移

住して生き延びるというようなことを考えているかもし

れず、それが米国の宇宙開発の一番の動機かもしれないし、

中国もそれに近いことを考えているかもしれない。ただし

公式発表ではないので今、申し上げたことはあまり真に受

けないでいただけると有難い。（会場・笑） 

 

【閉会】 

（JST 倉澤上席フェロー） 

非常に多岐にわたって新しい話をいろいろと聞くこと

ができた。辻野さん、本当に今日はありがとうございまし

た。 

 

               （了） 
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2．講演資料 
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